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会報

137第 号
平成28年8月

※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付の
ために利用させていただきます。

住所、氏名、電話番号、撮影年月日、撮影場所、写真の簡単な説明を記入したメモを必ず添えて、表紙裏面に
記載の住所あてに郵送、あるいは協会までご持参ください。写真はつちおと掲載後に返却いたします。 

つちおとの表紙を飾る写真つちおとの表紙を飾る写真 ◆テーマ・題材◆静岡県内の明治・大正・昭和期の建設工事関連写真

掲載の方には
2,000円分の
図書カード
進呈!
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つちおとは、再生紙を使用しています。

http://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/

つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp）右メニューの「広報紙」をクリックしてください。

大日隧道は、現在の袋井市宇刈
(大日)と

森町飯田の境にある隧道。宇刈
の旧家の

主人西尾只吉が、私財を投げ打
って明治

14年に着手し、２年後の明治1
6年に完成

したもので、幅２m・高さ３m・長
さ１２０mの

素掘りの隧道であった。

何度も内部が崩壊したため、昭
和７年に

内部をコンクリート巻きたてする
補修工事

が始まり、この写真は補修が完成
した時の

写真である。

現在の大日トンネル 大日隧道の説明板

6/10（金）
建災防本部安全管理士による

パトロール研修会

6/14（火）
建災防静岡県支部

安全指導者研修会

建災防本部(名古屋駐在)の坂本安全管理士が同行し、建災
防袋井分会安全指導者として、効果的な安全指導方法などを
学ぶ事ができた。

袋井分会から６名が参加しました。今回はフルハーネス型安全
帯の着用体験や低酸素濃度状態による体調の変化をスクリーンパ
ネルにて視覚体験など行いました。
今回の研修会でフルハーネス型安全帯着用の必要性を感じま

した。

30回目の安全大会が、7月6日
（水）に行われ91名が参加。
現場での安全意識の高揚に
いっそう取り組むように力を込め
て「がんばろう！」を全員で三唱。

暑さ指数(WBGT値)の重要
性や活用方法など、具体的な話
がありました。
安全講話
安全衛生コンサルタント 鈴木敬司氏

工事車両の入り口を敷鉄
板で整備してあり、端部に
は段差解消材が取り付け
られて、第三者事故防止に
努めていた。

毎日のKY活動について
「危険ポイント」と「だからこ
うする」等を1人1人がKY
ボードに書き、個々の安全
意識高揚を図っていて非
常に良い。

土止め矢板を設ける場合は、＜安衛則361条＞地
山の崩壊等による危険の防止を行い、梯子を昇降
設備とする場合は、＜安衛則556条＞梯子上端は
床から60cm以上突き出す事を指示した。

坂本安全管理士による
指導について 掘削面の危険個所のチェック

フルハーネス型安全帯の着用体験 疑似低酸素濃度の体験実習

写真：大沼建設（株）提供
撮影：昭和10年3月

大日隧道(トンネル)
袋井市宇刈・森町飯田 境

優良事業場賞受賞者

安全標語入賞作品

（株）牧野組　　平野建設（株）
（株）藤本組　　睦建設共業（株）

優秀賞　（株）増田組　山下茂俊

佳作 （株）アキヤマ　松本広美　　（株）増田組　　増田　錬

「人の輪 知恵の輪 意見の輪
　 　　みんなで作ろう 安全サークル」

こ
れ
い
い
ね

す
ぐ
直
そ
う

！ ！
KY: 危険予知



※土石流・地すべり・がけ崩れは地震により発生することもあります。
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自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

く
ら
し
を
守
る
「
備
え
」

一
昨
年
10
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て

接
近
し
た
台
風
18
号
で
は
、総
雨
量
２
８

１
ミ
リ（
丹
野
）、時
間
雨
量
54
ミ
リ（
丹

野
）を
記
録
。床
上
、床
下
浸
水
や
道
路

冠
水
、土
砂
崩
れ
な
ど
、多
く
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。ま
た
、
そ
の
前
年
の
４

月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
降
っ
た
豪
雨

で
は
、総
雨
量
２
１
７
ミ
リ（
丹
野
）、時
間

雨
量
54
ミ
リ（
丹
野
）を
記
録
。こ
の
と
き

も
、床
上
、床
下
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど

が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
毎
年
の
よ
う
に
、台
風
や

集
中
豪
雨
に
よ
り
、市
内
の
各
所
で
道
路

の
陥
没
や
倒
木
、法
面
の
崩
壊
な
ど
の
被

害
が
起
こ
り
、皆
さ
ん
の
生
活
に
支
障
を

き
た
し
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
は
そ
の
全
て
を
人
的
に
抑

止
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、正
し
い
知
識

を
身
に
付
け
準
備
を
す
る
こ
と
で
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
は
、河
川
の
水
位
や
雨
量
に
よ
り
、避

難
情
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
判
断

さ
れ
た
地
域
に「
避
難
準
備
」や「
避
難
勧

告
」な
ど
、必
要
性
に
応
じ
た
避
難
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年
の
台
風
18

号
の
際
は
、全
て
の
避
難
所
を
開
設
し
、市

内
全
域
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。
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ま
ち
を
襲
っ
た
豪
雨

雨
の
降
り
方
っ
て …

　

土
砂
災
害
っ
て …

　

市
の
取
っ
た
対
応

自然災害による被害状況

土石流地すべりがけ崩れ

土砂災害防止法では、崩れ出た土石等によって、生活している方々の命や身体に危険がおよぶおそれのある場所を、危険性に応
じて「警戒区域」と「特別警戒区域」に指定し、みなさんにお知らせしています。
下の説明図のように「警戒区域」は黄色の区域、「特別警戒区域」は赤色の区域で示されます。

迷惑メール対策などで受信拒否設定をしている場合は、
「tokyoanpi.sbs-infosys.com」のドメインからのメールを受信可能
にしてください。設定方法は、ご使用の携帯電話の取扱説明書をご覧
いただくか、各携帯電話会社へ問い合わせください。

「メールが届かない」という人は…　

同報無線で放送した内容を電話で確認できる「同報無線音声確認
サービス」をご利用ください。直近の放送２回分を聞くことができます。

電話番号 0537-35-2133　※通話料金がかかります

「メールを使っていない」という人は…　

資
料
提
供
：
菊
川
市
危
機
管
理
課
・
秘
書
広
報
課

わが街の
防災対策
シリーズ

平成26年10月6日台風18号による
大雨で増水した牛渕川（新川橋）

平成26年10月6日台風18号による
大雨で冠水した道路（棚草）

平成25年４月６日に発生した土砂災害
（古谷）

気
象
庁
が
発
表
す
る
防
災
気
象
情
報

の
中
で「
強
い
雨
」「
激
し
い
雨
」と
いっ
た

雨
の
降
り
方
を
表
現
す
る
用
語
が
あ
り

ま
す
。こ
の
用
語
を
正
し
く
理
解
し
、対

策
す
る
こ
と
で
被
害
を
未
然
に
防
い
だ
り

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

　

斜
面
や
急
傾
斜
地
が
崩
壊
す
る
こ
と

に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。

《
警
戒
区
域
》

　
崩
壊
し
た
土
石
等
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け

　
る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域

《
特
別
警
戒
区
域
》

　
崩
壊
し
た
土
石
等
に
よ
っ
て
建
築
物
が
倒

　
壊
し
た
り
生
命
に
大
き
な
危
害
が
生
ず
る

　
お
そ
れ
の
あ
る
区
域

山や谷（渓流）の土、石、木などが、大雨や長雨
などによる水と一緒になり、時速40Km以上
の速度で流れてくるもの。

大雨や長雨などにより雨水が地面にしみこ
み、地下水の力により持ち上げられた地面が、
広い範囲にわたり徐々に動き出すもの。

急傾斜地（傾斜の角度が30度以上で高さが５m以
上の地形）において、大雨や長雨などにより雨水が
地面にしみこみ、緩んだ崖が突然崩れ落ちるもの。

菊川市の防災を考える（防災対策に必要な5つのポイント）

誰かが何かをしてくれるのではなく、自分自身ができる範囲の
ことを実行するという考え方が必要です。

①お互いに最善を尽くす

ひとりでできることには、限界があります。お互いに協力し合う
ことが必要です。

②個人の力を集結して人の手助けができる

災害が発生した場合には、普段考えている５割から６割程度の
ことしかできないこともあります。普段からいろいろな想定の訓
練を実施していくことが必要です。

③普段できる以上のことはできない

何かが整わないと「これはできない」という判断では、いつまで
もできないことになります。「今回はここまでやってみよう」という
考え方が必要です。

④不足分は徐々に改善する

災害が発生する場所には必ず理由があります。事前に自らの
住宅などの危険性をそれぞれ認識しておくことが必要です。

私たち一人ひとりが危険を知り事前の備えを進めれば
安心して過ごすことができます。

⑤災害は起こりやすいところに起こる

同報無線の内容や防災情報をメールでお届けします

携帯電話やパソコンのメール機能を利用して、防災情報を発信しています。
また、市民の皆さんに役立つさまざまな情報も配信しています。

「茶こちゃんメール」をご利用ください

【登録方法】※登録は無料。どなたでも登録できます。
「chako-entry@tokyoanpi.sbs-infosys.com」へ空メール（件名・本文は不要）を送信して返信されるメールの案内に従い、
登録してください。「登録完了」のメールが届けば登録完了です。
※QRコード対応の携帯電話をお使いの人は、右上のQRコードをご利用ください。
【主な配信内容】

大分類 中分類 配信内容
地震情報

防災情報
【24時間配信】

同報無線・
緊急情報
【24時間配信】

気象情報
土砂災害
警戒情報
東海地震
関連情報
同報無線・
緊急情報

菊川市で震度４以上の地震が発生した場合に配信。

大雨などの各種気象警報が発表・解除された場合に配信。

菊川市で土砂災害警戒情報が発表・解除された場合に配信。

東海地震に関連する注意・予知情報が発表された場合に配信。
同報無線で放送された内容を配信。（火災情報は配信されません)
火災情報は、別の配信サービス「ファストアラーム」をご利用ください。
詳細は消防本部警防課（TEL0537-35-0199）まで問い合わせください。

問い合わせ
菊川市危機管理課
TEL0537-35-0923

災害が想定される場合には避難情報が発表されます。避難経路、避難場所を予
め確認しておきましょう。防災マップに緊急輸送路も明記されています。

◇避難場所の確認

警報・注意報といった防災気象情報や雨量、河川の水位の情報を利用しましょう。
テレビ、ラジオの他にもパソコン、スマートフォンでの最新の情報収集をしましょう。

◇情報の確認

災害によりライフラインが復旧するまでの数日間を自活するため、7日分を目安に
食料・飲料水等を準備しておきましょう。
備蓄品はローリングストック法により消費しながら備蓄し、上手に循環させましょう。

傷みやすい食材から調理していくことで保存食を後に回すことができます。

市では、災害に強いまちを目指して、さまざまな取り組みを行っています。そのうち
の一つとして「防災フェアinきくがわ」が５月22日、菊川文化会館アエルで開催されま
した。およそ１，５００人の市民が来場し、非常食の試食や、起震車で震度５～７クラスの
揺れを体感する地震体験、菊川市と災害連携協定を結ぶ長野県小谷村の松本久志村
長を講師に招いた防災講演会などを通して、防災や減災への理解を深めました。
一人ひとりが、自らの家庭や地域に起こりうる危険を知り、事前の備えをしっかりと

進めておくことが、いざという時に被害を最小限に抑える行動につながります。
今後も防災に役立つ催しを開催していきますので、ぜひご参加ください。

◇家庭備蓄の確認

事前の備えが大切です。

災害に強いまちを目指して

※イベント情報や子育て情報なども配信しています。

1時間雨量
（mm）

予報用語

人の受ける
イメージ

人への影響

屋外の様子

車に乗っていて

災害発生状況

屋内
（木造住宅を想定）

20以上～
30未満

30以上～
50未満

50以上～
80未満 80以上

強い雨 激しい雨 猛烈な雨非常に
激しい雨

どしゃ降り

傘をさしていてもぬれる

寝ている人の半数くらいが雨に気がつく

傘が全く役に立たなくなる

バケツをひっくり
返したように降る

地面一面に
水たまりができる

ワイパーを速く
しても見づらい

高速走行時、車輪と
路面の間に水膜が生じ、
ブレーキが効かなくなる
（ハイドロブレーニング現象）

道路が
川のようになる

水しぶきであたり一面が
白っぽくなり、視界が悪くなる

車の運転は危険

息苦しくなるような
圧迫感がある
恐怖を感じる

滝のように降る
（ゴーゴーと降り続く）

側溝や下水、小さな
川があふれ、小規模
の崖崩れが始まる

山崩れ・がけ崩れが起
きやすくなり危険地帯
では避難の準備が必
要都市では下水管から
雨水があふれる

雨による大規模な災
害の発生するおそれ
が強く、厳重な警戒
が必要

都市部では地下室や地
下街に雨水が流れ込む
場合がある　マンホー
ルから水が噴出する
土石流が起こりやすい
多くの災害が発生する

警戒
区域

特別警
戒区域

警戒
区域

警戒
区域

特別警
戒区域

（最大
60m)L以内（

ただし
250m

を

超える
場合は

250m
)

L以内（
ただし

250m
を

超える
場合は

250m
)

地滑り
の長さ

L
地滑り

の長さ
L

特別
警戒
区域

特別
警戒
区域

菊川市防災マップは市のホームページからもご覧いただけます。
菊川市のホームページ　https://www.city.kikugawa.shizuoka.jp



今
回
は
、掛
川
市
肴
町
に
あ
る「
酒
楽
」さ

ん
で
す
。

酒
楽
と
書
い
て
、し
ゅ
ら
く

酒
に
楽
し
い
で
す
よ
。

心
に
染
み
入
る
い
い
響
き
で
す
♪

「
酒
楽
」さ
ん
は
、〆
の
ラ
ー
メ
ン
で
お
な

じ
み
の「
十
八
番
」さ
ん
の
隣
に
あ
り
ま
す
。

栄
町
か
ら
肴
町
に
来

て
二
十
九
年
。栄
町
か
ら

数
え
る
と
六
十
年
の
老
舗

に
な
り
ま
す
。

何
で
も
生
ビ
ー
ル
も

黒
ビ
ー
ル
も
掛
川
で
一
番

先
に
出
し
た
店
だ
と
か
。

懐
か
し
く
味
が
あ
る

　
掛
川
人
な
ら
知
っ
て
る
ツ
ウ
な
店

建設
ステーション

酒楽 -SYURAKU-

掛川駅

中電
GS

NTT

清水銀行

本屋

掛川城掛西

掛信

アプリイ

酒楽

We+

暖
簾
を
く
ぐ
る
と
す
で
に
常
連
さ
ん
た
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
、皆
さ
ん
顔
な
じ
み
ら
し
い
雰
囲

気
で
す
ね
。

壁
に
は
メ
ニ
ュ
ー
が
、び
っ
し
り
貼
っ
て
あ

り
迷
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、オ
ス
ス
メ
を
出
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。お
刺
身
が
新
鮮
で
と
て
も

美
味
し
い
で
す
ね
。白
バ
イ
貝
も
絶
品
で
す
。

開
店
時
間
は
午
後
2
時
と
早
い
の
で
す
が
、

閉
店
も
午
後
8
時
と
早
い
で
す
。本
日
も
満
席

で
し
た
。

店
の
名
前
ど
お
り
、楽
し
い
お
酒
を
頂
戴
し

ま
し
た
。今
度
来
る
と
き
は
何
を
頼
も
う
か
な
？

と
、次
回
が
楽
し
み
に
な
る
お
店
で
し
た
。

創業当時から飾ってある「粋君」
のオブジェ（今は岡山県で酒造して
いるが昔仁藤町にあった）
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歴
史

第
七
回
目
は
、菊
川
市
の「
横
地
城
」を
紹
介
し
ま
す
。　
※
案
内
板
よ
り
引
用

⑦

中
東
遠
の
城
跡
を
訪
ね
る

兵
ど
も
が
夢
の
跡

菊川市東横地 横地城跡

平
安
時
代（
十
一

世
紀
中
頃
）源
義
家

と
相
良
の
土
豪
相
良

太
郎
藤
原
光
頼
の
娘

と
の
間
に
で
き
た
子
、

横
地
太
郎
家
永
が
初

代
当
主
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
永
は
、二
俣
弾
正（
ふ
た
ま
た
だ
ん
じ
ょ
う
）に
養
育
さ

れ
以
後
、横
地
を
本
貫
地（
ほ
ん
か
ん
ち
）と
し
て
横
地
姓
を

名
乗
り
、今
川
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
る
間
約
四
百
年
間（
横
地
城

陥
落
一
四
七
六
年
）十
四
代
を
遠
江
の
古
名
族
と
し
て
君
臨

し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、菊
川
の「
横
地
」が
全
国
の「
横
地
姓
」の
発
祥
の
地

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
案
内

金
玉
落
し
、
膝
つ
き
谷

山
城
は
、長
さ
約
一・五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
と
大
規
模

で
築
造
形
態
の
完
成
度
の
高
い
中
世
城
郭
と
し
て
、平
成

十
六
年
に
国
の
重
要
文
化
財
と
な
り
歴
史
的
評
価
の
高
い

史
跡
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。城
は
標
高
百
メ
ー
ト
ル
前
後

の
山
頂
部
を
曲
輪（
く
る
わ
）と
し
東
曲
輪（
東
城
）、中
曲

輪（
中
城
）、西
曲
輪（
西
城
）三
群
か
ら
構
成
さ
れ
る
連
郭

式
山
城
で
東
曲
輪
が
そ
の
中
心
に
あ
た
り
ま
す
。各
曲
輪

を
中
心
に
、尾
根
や
小
支
線
に
平
場
や
堀
切
を
丁
寧
に
築

き
堅
固
な
防
御
を
な
す
と
共
に
、自
然
地
形
を
利
用
し

た
要
塞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

城
兵
戦
闘
訓
練
の
場
で
兵
は
膝
つ
き
谷
の
底
に
膝
を
つ

き
待
機
、山
上
よ
り
太
鼓
を
合
図
に
金
の
玉
を
谷
底
に
落

し
、兵
は
一
斉
に
尾
根
に
か
け
上
り
、又
谷
に
下
り
、玉
を

さ
が
し
あ
て
た
者
は
山
に
か
け
上
が
っ
て
賞
を
貰
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本丸(東の城)跡の城址碑。
横地城は別名「金寿(きんす)城」とも呼ばれる。

城兵訓練の場といわれる「金玉落しの谷」 名　　称 豊岡総合会館建設工事
建設場所 磐田市壱貫地76番地5
発 注 者 磐田市
設 計 者 渡辺隆建築設計事務所
施 工 者 
 建築工事： アキヤマ・乗松経常建設共同企業体
 機械設備工事： （株）永井設備商会
 電気設備： （有）藤本電気工業

磐田市内外の人々が集い、交流する新たな拠点として2016年4月、豊岡総合センター敷地内にオープンしました。
会議・研修機能をはじめ、子育て支援や健診、調理、特産「味噌」の加工など、地域に根差した機能を備えた多機
能型複合施設です。地域にさまざまな交流を生む豊岡総合センターの中心的施設として活用されています。
また、施設周辺には豊岡富士を中央に配した児童公園や多目的グラウンドがあり、学びと遊びが集合した自然の
中のセンターとなります。

磐田市内22番目の交流センター
　　　「豊岡中央交流センター」が完成

工
事
内
容

施
設
概
要

展示・交流ストリート多目的ホール

子育て支援センター 調理室

工　　期 平成27年5月23日～平成28年3月10日
構　　造 鉄筋コンクリート造（地上部）一部鉄骨造
 （屋根部）平屋1,847㎡
敷地面積 6,565.08㎡
施設内容 多目的ホール（ステージ・座席最大380席）
 調理室、加工室（味噌づくりなど）、健診室
 （4室、会議室を兼ねる）、子育て支援室、
 駐車場30台

浜北大橋

天竜川
ラブリバー公園

とよおか
採れたて
元気むら

カインズ

豊岡野球場

ホトニクス

養護老人ホーム
とよおか

豊岡南
小学校

豊岡天竜川
グラウンド

磐田市豊岡中央交流センター

文

N

ア
ク
セ
ス

79

79

37

37

37

245

菊川駅

常葉

菊川西
中学校

小笠高

菊川東中学校

菊川市役所

菊川市立
総合病院

文

文

文

K

文

文

六郷小

菊川警察署

横地小

加茂小
文

文

東名高速
菊川I.C.

横地城跡

至東京

至御前崎

至御前崎

至名古屋

マグロのお刺身 ¥500 白バイ貝 ¥450

興津川産あゆの塩焼き ¥450 レバー焼き ¥400

所 在 地 〒436-0078  静岡県掛川市肴町1-8 
 掛川駅北口から徒歩約3分
Ｔ Ｅ Ｌ 0537-22-4039
営業時間 １4:００～２0:００
定 休 日 月曜日　祝日の場合は営業

酒楽 -SYURAKU-

おすすめメニューおすすめメニュー
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梅
雨
も
明
け
暑
い
日
が
続
き
、何
か

と
水
分
を
摂
取
す
る
機
会
が
増
え
て

き
た
。私
の
好
き
な
飲
み
物
は
何
と

言
っ
て
も
コ
ー
ヒ
ー
で
、
年
間
を
通
し

て
一
日
も
欠
か
さ
ず
飲
ん
で
い
る
。

最
近
の
コ
ン
ビ
ニ
で
は
ア
イ
ス
が

入
っ
た
カ
ッ
プ
を
購
入
し
、そ
の
場
で

ド
リ
ッ
プ
ま
で
し
て
く
れ
、お
よ
そ
1

分
程
で
気
軽
に
本
格
的
な
コ
ー
ヒ
ー
が

楽
し
め
る
物
ま
で
あ
る
。

こ
の
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
は
、缶
や

カ
ッ
プ
に
比
べ
て
何
よ
り
キ
ン
キ
ン
に

冷
え
て
る
し
、香
り
も
良
く
眠
気
覚
ま

し
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
は
も
っ
て
こ
い
で

あ
る
。

こ
こ
ま
で
、コ
ー
ヒ
ー
の
話
し
か
し

な
か
っ
た
が
、夏
の
仕
事
終
わ
り
に
飲

む
一
杯
の
ビ
ー
ル
は
ま
た
格
別
で
あ

る
。し
か
し
、こ
れ
か
ら
大
量
の
汗
を

か
く
季
節
に
は
、熱
中
症
対
策
に
も
気

を
配
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

な
ど
で
、失
わ
れ

た
塩
分
や
水
分
を

補
給
し
、夏
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ

う
。

（
N・M 

）

「
コ
ン
ビ
ニ 
コ
ー
ヒ
ー
」

協
会
活
動
報
告
平成28年
3月～6月

5
／
19（
木
） 平
成
28
年
度 

定
時
総
会

●
平
成
27
年
度 
決
算
関
係
書
類
の
承
認

●
平
成
28
年
度 

事
業
計
画
及
び
予
算
書
の
承
認

●
役
員
の
選
任

●
報
告
事
項

　
（
27
年
度
事
業
報
告
、公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
）

4
／
26（
火
） 平
成
28
年
度 

第
1
回
理
事
会

●
定
時
総
会
上
程
議
案
及
び
報
告
事
項
の
決
定

●
定
時
総
会
進
行（
案
）及
び
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

●
熊
本
地
震
発
生
に
伴
う
義
援
金
の
拠
出

●
活
動
報
告
及
び
委
員
長
報
告　
ほ
か

5
／
19（
木
） 平
成
28
年
度 

第
2
回
理
事
会

●
次
期
袋
井
建
設
業
協
会
役
員
の
選
任

●
県
協
会
役
員
等
の
推
薦

●
経
営
者
研
修
会　
【
参
加
者
41
名
】

　
「
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
弘
法
大
師
」

民
衆
を
苦
し
み
か
ら
救
う
た
め
、現
代
に
も
通
じ
る
独

創
的
な
技
術
を
駆
使
し
多
く
の
困
難
な
公
共
工
事
を

成
功
に
導
い
た
天
才
空
海

講
師
：
法
多
山
尊
永
寺
住
職　
大
谷
純
應
様

3
／
22（
火
） 平
成
27
年
度 

第
8
回
理
事
会

●
平
成
28
年
度 

事
業
計
画
及
び
予
算
書
の
承
認

●
袋
井
建
設
業
協
会
次
期
役
員
等
の
選
任

●
静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
褒
章
候
補
者
の
推
薦

●
活
動
報
告
及
び
委
員
長
報
告　
ほ
か

■
正
副
会
長
会
議（
総
務
委
員
会
）

3
／
22（
火
）

　
平
成
27
年
度 

第
８
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

4
／
5（
火
）・18（
月
）

　
県
発
注
機
関
及
び
磐
田
労
基
署
と
の
意
見
交
換

    

災
害
協
定
に
係
る
県
西
部
危
機
管
理
局
と
の
意
見
交
換

4
／
26（
火
）

　
平
成
28
年
度 

第
１
回
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

■
安
全
委
員
会

3
／
18（
金
）

　
平
成
27
年
度
第
４
回
安
全
委
員
会

　
（
平
成
27
年
度
事
業
報
告
、28
年
度
事
業
計
画
）

4
／
5（
火
）

　
安
全
祈
願
祭（
小
國
神
社
） 【
参
加
者
57
名
】

4
／
5（
火
）

　
第
１
回
安
全
委
員
会

　
（
新
委
員
に
よ
る
事
業
報
告
及
び
事
業
計
画
）

4
／
13（
水
）

　
講
師
団
打
合
せ
会（
平
成
28
年
度
技
能
講
習
会
の
開
催
）

総
会

4
／
18（
月
） 平
成
27
年
度 

決
算
関
係
監
査

●
袋
井
建
設
業
協
会
、袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組

　
合
、建
災
防
袋
井
分
会
、N
P
O
つ
ち
お
と

監
事
会

理
事
会

委
員
会
等
報
告

4
／
7（
木
）

　
安
否
コ
ー
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
5.0
説
明
会 

　
【
参
加
者
39
名
】　

4
／
19（
火
）

　
第
１
回
技
術
者
講
習
会【
参
加
者
112
名
】　　

　

 

講
演

　
①
回
転
式
破
砕
混
合
工
法
に
よ
る

　
　
建
設
発
生
土
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
に
つ
い
て

　
②
地
盤
改
良
工（
パ
ワ
ー
ブ
レ
ン
ダ
ー
工
法
）に
つ
い
て

　
③
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ（
新
技
術
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
）

　
　
登
録
商
品
活
用
に
よ
る
現
場
管
理
方
法
に
つ
い
て 

　
④
施
工
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
設
計
変
更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

　
　
つ
い
て

4
／
19（
火
）

　
第
１
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会【
参
加
者
112
名
】

　

i

ーConstruction 

３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
ー
活
用
に
つ
い
て 

4
／
21（
木
）

　
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育【
参
加
者
23
名
】

5
／
11（
水
）

　
監
理
技
術
者
Ｔ
Ｖ
講
習
会【
参
加
者
31
名
】

5
／
12（
木
）

　
足
場
の
組
立
て
等
の
業
務
に
係
る
特
別
教
育

　
（
３
時
間
）【
参
加
者
24
名
】

5
／
26（
木
）

　
建
設
業
に
お
け
る
作
業
者
の
た
め
の
熱
中
症
予
防
教

　
育【
参
加
者
14
名
】

各
種
研
修
会
・
講
習
会

表
　
彰

そ
の
他
の
行
事

平
成
28
年
５
月
27
日
、静
岡
労
政
会
館
に
お
い
て

表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、次
の
会
社・個
人
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■
技
術
委
員
会　
土
木
部
会

3
／
17（
木
）

　

第
３
回
部
会（
27
年
度
事
業
報
告
、28
年
度
事
業
計
画
）

4
／
19（
火
）

　

第
１
回
技
士
会
代
議
員
会・第
１
回
土
木
部
会
合
同

　
会
議（
親
子
現
場
見
学
会
、技
術
者
講
習
会
等
）

■
技
術
委
員
会　
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

3
／
22（
火
）

　

平
成
27
年
度
第
６
回
部
会（
平
成
28
年
度 

事
業
計
画
）

6
／
10（
金
）

　
平
成
28
年
度
第
１
回
部
会（
第
３
回
講
習
会
の
協
議
）

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
部
会
）

3
／
16（
水
）

　

第
１
回
委
員
会
及
び
第
４
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
部
会
合
同
会
議

　
（
平
成
28
年
度
事
業
計
画
、養
鶏
場
事
前
調
査
の
実

　
施
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
の
対
応
、輸
入
初

　
生
ひ
な
検
査
所
の
埋
却
作
業
の
依
頼
）

5
／
13（
金
）

　

平
成
28
年
度
静
岡
県・掛
川
市
総
合
防
災
訓
練

　
第
１
回
全
体
会
議

　
訓
練
月
日：９
月
４
日（
日
）

　
場
所：掛
川
市
、富
士
山
静
岡
空
港

5
／
20（
金
）

　

第
１
回
西
部
地
域
道
路
啓
開
検
討
会
に
向
け
た

　
勉
強
会
参
加

3
／
28（
月
）

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
係
る
養
鶏
場
事
前
調
査
の

　
試
行（
磐
田
市・
菊
川
市
）

■
広
報
委
員
会

3
／
15（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
136
号
」の
校
正
及
び 

 

平
成
28
年
度
発
行
計
画

4
／
1（
金
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
136
号
」の
発
行　

4
／
19（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
137
号
」の
編
集
計
画

5
／
17（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
137
号
」の
編
集
会
議 

6
／
21（
火
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
137
号
」の
編
集  

6
／
3（
金
）

　
第
２
回
安
全
委
員
会（
安
全
大
会
、パ
ト
ロ
ー
ル
の
進
め
方
）

6
／
10（
金
）

　
第
３
回
安
全
委
員
会

 
（
パ
ト
ロ
ー
ル
研
修
、安
全
大
会
、安
全
研
修
会
）

5
／
27（
金
）

　
静
岡
県
建
設
業
協
会
定
時
総
会・協
会
長
賞
等
表
彰
式

6
／
17（
金
）〜
18（
土
）

　
会
員
視
察
研
修【
参
加
者
35
名
】

　
日
本
初
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ「
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
」、国
指
定

　
重
要
文
化
財
富
岩
運
河「
中
島
閘
門
」　
ほ
か

6
／
1（
水
）・2（
木
）

　
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
【
参
加
者
37
名
】

6
／
8（
水
）・9（
木
）

　
足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
【
参
加
者
79
名
】

6
／
10（
金
）

　
第
2
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会

　
「
モ
バ
イ
ル
端
末
で
現
場
改
善
＆i

ーConstruction 

　
基
礎
講
座
」【
参
加
者
39
名
】

6
／
21（
火
）〜
23（
木
）

　
地
山
の
掘
削
及
び
土
止
め
支
保
工
作
業
主
任
者
技

　
能
講
習【
参
加
者
34
名
】

(

一
社)

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰　
及
び

(

一
社)

静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

■(

一
社)

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰

２
条
４
号

多
年
に
わ
た
り
企
業
経
営
の
要
職
に
あ
り
、

建
設
業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

　
鈴
木　
渡　
（
株
）鳶
宗
建
設　
（
磐
田
市
）

４
条
１
号

経
営
の
合
理
化
、技
術
の
向
上
に
顕
著
な
成
果

　
（
株
）小
原
組　
（
菊
川
市
）

■(

一
社)

静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

５
条

職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好

　
小
田
武
弘　
丸
明
建
設（
株
）　
（
袋
井
市
）

　
森
下
泰
夫　
（
株
）松
下
組　
（
掛
川
市
）

　
長
友
康
典　
　
　
〃　
　
　
（　
〃　
）

　
村
松　
徹　
（
株
）鈴
恭
組　
（
磐
田
市
）

　
村
松
賢
之　
（
株
）若
杉
組　
（
掛
川
市
）

２
条
３
号

永
年
に
わ
た
り
建
設
業
団
体
役
員
と
し
て
、

建
設
業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

　
井
谷
安
秀　
丸
明
建
設（
株
）　
（
袋
井
市
）

４
条
１
号

経
営
の
合
理
化
、技
術
の
向
上
に
顕
著
な
成
果

　
岡
野
建
設（
株
）　
（
森
町
）

４
条
２
号

環
境
に
配
慮
し
た
建
設
事
業
の
推
進

　
（
株
）山
本
組　
（
掛
川
市
）

４
条
４
号

労
務・福
利
厚
生
の
改
善
に
顕
著
な
功
績

　
（
株
）松
下
組　
（
掛
川
市
）

２
条
４
号

永
年
に
わ
た
り
会
員
企
業
の
代
表
者
と
し
て
、

業
界
の
健
全
な
発
展
に
尽
力

　
増
田
清
人　
（
株
）増
田
組　
（
御
前
崎
市
）

　
平
野
勝
啓　
掛
川
土
建（
株
）　
（
掛
川
市
）

■(

一
社)

静
岡
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
会
長
表
彰

経
営
の
合
理
化
、技
術
の
向
上
等
を
図
り
、

建
設
産
業
の
発
展
に
顕
著
な
功
績

　
戸
塚　
健　

 

戸
塚
建
設（
株
）　
（
掛
川
市
）

４
条
２
号

環
境
に
配
慮
し
た
建
設
事
業
の
推
進

　
（
株
）石
川
組　
（
菊
川
市
）

４
条
４
号

労
務・福
利
厚
生
の
改
善
に
顕
著
な
功
績

　
（
株
）牧
野
組　
（
菊
川
市
）

５
条

職
務
に
精
励
し
、勤
務
成
績
が
良
好

　
鈴
木　
登　
（
株
）鈴
恭
組　
（
磐
田
市
）

　
鈴
木
章
浩　
（
株
）ア
キ
ヤ
マ　
（
磐
田
市
）

　
小
林
浩
俊　
（
株
）若
杉
組　
（
掛
川
市
）　

4.21 刈払機実技4.19 技術者講習会

6.8 足場の組立て5.11 監理技術者 TV講習

4条1号　岡野建設（株）
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平成28年8月

※ご応募いただく際お預かりする個人情報は、掲載させていただいた方への図書カードの送付の
ために利用させていただきます。

住所、氏名、電話番号、撮影年月日、撮影場所、写真の簡単な説明を記入したメモを必ず添えて、表紙裏面に
記載の住所あてに郵送、あるいは協会までご持参ください。写真はつちおと掲載後に返却いたします。 

つちおとの表紙を飾る写真つちおとの表紙を飾る写真 ◆テーマ・題材◆静岡県内の明治・大正・昭和期の建設工事関連写真

掲載の方には
2,000円分の
図書カード
進呈!

会
報

発
行
●
一
般
社
団
法
人
 袋
井
建
設
業
協
会
〒
4
3
7
-0
0
2
4
 袋
井
市
三
門
町
1
1
-1
2
  TEL0

5
3
8
-4
2
-4
3
3
8

137
第

号

つちおとは、再生紙を使用しています。

http://w
w
w
.fukuroi-kenkyo.or.jp/

つちおとはインターネット上でもご覧いただけます。袋井建設業協会サイトのトップページ（http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp）右メニューの「広報紙」をクリックしてください。

大日隧道は、現在の袋井市宇刈
(大日)と

森町飯田の境にある隧道。宇刈
の旧家の

主人西尾只吉が、私財を投げ打
って明治

14年に着手し、２年後の明治1
6年に完成

したもので、幅２m・高さ３m・長
さ１２０mの

素掘りの隧道であった。

何度も内部が崩壊したため、昭
和７年に

内部をコンクリート巻きたてする
補修工事

が始まり、この写真は補修が完成
した時の

写真である。

現在の大日トンネル 大日隧道の説明板

6/10（金）
建災防本部安全管理士による

パトロール研修会

6/14（火）
建災防静岡県支部

安全指導者研修会

建災防本部(名古屋駐在)の坂本安全管理士が同行し、建災
防袋井分会安全指導者として、効果的な安全指導方法などを
学ぶ事ができた。

袋井分会から６名が参加しました。今回はフルハーネス型安全
帯の着用体験や低酸素濃度状態による体調の変化をスクリーンパ
ネルにて視覚体験など行いました。
今回の研修会でフルハーネス型安全帯着用の必要性を感じま

した。

30回目の安全大会が、7月6日
（水）に行われ91名が参加。
現場での安全意識の高揚に
いっそう取り組むように力を込め
て「がんばろう！」を全員で三唱。

暑さ指数(WBGT値)の重要
性や活用方法など、具体的な話
がありました。
安全講話
安全衛生コンサルタント 鈴木敬司氏

工事車両の入り口を敷鉄
板で整備してあり、端部に
は段差解消材が取り付け
られて、第三者事故防止に
努めていた。

毎日のKY活動について
「危険ポイント」と「だからこ
うする」等を1人1人がKY
ボードに書き、個々の安全
意識高揚を図っていて非
常に良い。

土止め矢板を設ける場合は、＜安衛則361条＞地
山の崩壊等による危険の防止を行い、梯子を昇降
設備とする場合は、＜安衛則556条＞梯子上端は
床から60cm以上突き出す事を指示した。

坂本安全管理士による
指導について 掘削面の危険個所のチェック

フルハーネス型安全帯の着用体験 疑似低酸素濃度の体験実習

写真：大沼建設（株）提供
撮影：昭和10年3月

大日隧道(トンネル)
袋井市宇刈・森町飯田 境

優良事業場賞受賞者

安全標語入賞作品

（株）牧野組　　平野建設（株）
（株）藤本組　　睦建設共業（株）

優秀賞　（株）増田組　山下茂俊

佳作 （株）アキヤマ　松本広美　　（株）増田組　　増田　錬

「人の輪 知恵の輪 意見の輪
　 　　みんなで作ろう 安全サークル」

こ
れ
い
い
ね

す
ぐ
直
そ
う

！ ！
KY: 危険予知


